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PwC中国 日本企業部セミナー
「ロボット活用によるビジネスの効率化および導入時の留意点」

および「中国税関および国際貿易管理における最新動向」

ご挨拶とセミナー主旨

拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素はご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、私どもPwC中国日本企業部では、この度「ロボット活用によるビジネスの効率化および導入時の留意点｣な
らびに「中国税関および国際貿易管理における最新動向」に関するセミナーを開催する運びとなりましたので、
ご案内申し上げます。

第一部：ロボット活用によるビジネスの効率化および導入時の留意点
昨年は、多くの日系企業様が「RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）」活用に向けた取り組みを本格化
された年となりました。RPA導入により期待される効果としては、コスト削減や人的ミスの低減による業務品質の
向上などが挙げられ、多くの経営者の方々から注目されているものの、中国ではRPAの活用と導入に関する具
体的な情報が少ない状態です。そこで「いまさら聞きづらい」RPAの基礎を分かりやすくご解説するとともに、ロ
ボットによる自動化が業務にもたらすインパクトなどについて、具体的な事例を交えながらご紹介いたします。
また、そうした業務自動化の一環として、併せて税務申告の自動化についてもご説明いたします。中国では発
票に基づく課税管理を背景として、増値税の申告などに毎月多大な時間を費やすケースが多くみられます。そ
のため、税務管理業務の品質および効率性を大きく向上させる手法として、申告業務の自動化・システム化に
ついて、先進的な企業の事例紹介も交えながらご紹介します。

第二部：中国税関および国際貿易管理における最新動向
2018年における中国税関の税収目標が依然として高い水準に設定されているため、中国税関が活発な税関調
査を行う傾向にあります。特に近年の動向として、税関は関税評価（ロイヤルティを含む）、商品分類（HSコード）
といった分野を中心として事後の調査/監査を強化しており、多額の追徴課税につながるケースも続出していま
す。
一方、2017年7月1日より中国税関は企業の通関利便性および通関効率を高めるために、全国通関一体化を正
式に開始しました。この全国通関一体化政策の実施に伴い、税関組織の変更や再編成、また新しい通関シス
テムの導入による通関プロセスの変更などがありました。また、最近中国税関は事前教示などといったさまざま
な新制度を公布しています。さらに中国税関によるAEOおよび税関企業信用管理の制度がより明確化されたと
ともに、各企業は通関利便性の向上だけでなく、コンプライアンスの遵守、内部統制やサプライチェーン安全性
の強化を目指し、税関における企業信用ランクの昇格を検討しているケースが多くなっています。
今回のセミナーでは、これらの制度や法令の変更点および企業への影響についてご説明いたします。
また、そうした税関規定解説に加えて、税関調査/監査にかかわるケーススタディもご紹介いたします。

敬具

PwC Mainland China and Hong Kong 日本企業部統括代表パートナー 高橋忠利

開催概要

日付 5月30日（水）

開催場所 大連 使用言語 日本語

時間 15: 00 - 17:00   (14:30 受付開始) 参加費 無料

会場
PwC中国大連事務所
Training room

プログラム 裏面をご参照ください。

会場住所
大連市西岗区中山路147号
森茂大厦 8階

協賛 時事通信社上海支局



時間 進行予定 講演者

14：30 – 15：00 受付

15：00 - 15：50
第一部 ロボット活用によるビジネスの効率化

および導入時の留意点
PwC中国 北京事務所 日本企業部
マネージャー 大坪 紀雄

15：50 - 16：00 休憩

16：00 – 16：50
第二部 中国税関および国際貿易管理における

最新動向
PwC中国 上海事務所 日本企業部
シニアマネージャー 後藤 洋一

16：50 – 17：00 Q&A
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プログラム

講師のご紹介

お問い合わせ:
PwC中国 日本企業部 担当： 塩地 美里
E-mail： misato.shiochi@cn.pwc.com

案内状メールにある「お申込み方法」に記載してあるサイトにアクセスし、必要事項を記入後、「送信」
ボタンを押してください。お申込締切日：5月28日（月）

お申し込み方法 * 同業者様からの参加申込みはお断りさせて頂きます。

PwC中国 上海事務所 日系企業部 シニアマネージャー 後藤 洋一
2007年にPwC中国に入所し、上海および大連を中心に中国各地の日系企業に対する
税務＆会計アドバイザリー業務に従事。
2016年に日本PwC税理士法人に出向し、日本中国間のクロスボーダー取引や組織再
編に係る税務アドバイス業務に従事。
2018年4月よりPwC上海に赴任し、日本企業部にて関税・貿易部門および税務会計を
中心としてアドバイザリー業務を提供している。
中国滞在歴10年、中国語および英語での業務対応が可能。

米国公認会計士(U.S.CPA)、公認内部監査人(CIA)

PwC中国 北京事務所 日系企業部 マネージャー 大坪 紀雄
北京を中心とする中国華北地区の日系企業に対する業務に従事。
大学卒業後、日系システムベンダーにて、システムエンジニアとして5年勤務の
後、PwC京都監査法人に入所、入所後、主に自動車部品メーカーの財務諸表監
査および内部統制監査におけるIT領域に従事するとともに、内部統制の改善支
援業務およびCAAT導入支援などの内部監査に関連するアドバイザリー業務、不
正調査業務などに従事。公認情報システム監査人（CISA）。
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